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論文内容要旨

骨誘導再生法は

いる。しかし骨

新生や管芽綴胞

における皮質骨
 及ぼす影響について病理緯織学的に観察した。

1材料及び方法

て骨膜を除去し

の溝を形成した

を露家撫液で満

面にて切り識し

 ゼ(AL2)染色を施し,光顕的に観察した。

叢結果1備後i週

多く含み,溝を

纏織および新生
よび骨髄に陽性

いた。新生骨は

群とも新生骨周

織で満たされ,新

AL曾濤性は,2週
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内面は,綱い骨梁

 に,軽度の陽性を示した。

鑑考察聾1.骨誘導

法では,①新生骨

骨穿孔は,骨髄及

皮質骨穿孔の大小は,新生骨の形成速度に影響を与える,

ζ結語1骨誘導再生

 と思、われた。
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審査結果要旨

歯学では,骨の減

は,歯槽堤形成,イ

展した。施術では

を顛待している。

論文は,動物実験

 響について,病理組織学的に詳細に究鱗したものである。

本論文では,骨誘導

前頭骨皮質骨に

を形成した。遮

にて皮質骨穿孔部

 前頭断で,連続切片にて薄切,登・E染

本論文によると,

織が溝を中心に半

織及び新生骨形成

陽性を示した。2

ように新生骨の形

性を示した。3)術

に新生骨が形成

周囲に強陽性を示

層板構造,改造線が

骨誘導再生法の実

 骨穿孔は骨形成能に影響し,その

以上奉論文は,骨誘

骨形成速度につい

的及び臨床的問題

 認める。
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